
「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
」
導

入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
家
庭
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
設
置
に
対
し
導

入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
の
対
象

　
令
和
５
年
度
中
に
町
内
の
自
ら
居

住
す
る
住
宅
に
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ

ー
設
備
の
設
置
が
終
了
し
、
実
績
報

告
書
を
提
出
で
き
る
方

▼
申
請
手
続
き

　
工
事
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
補
助
金
申
請
書
に
、
見
積
書
や
シ

ス
テ
ム
の
仕
様
書
等
を
添
付
し
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
額

　
左
表
の
と
お
り
で
す
。

問
・
申
環
境
課　
☎（
７２
）４
４
３
８

『
太
陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄
電
池
』の
共
同

購
入
　
参
加
者
募
集
中
！ 

　
電
気
代
高
騰
で
お
困
り
で
は
な
い

で
す
か
？
３
月
30
日
か
ら
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
・
蓄
電
池
を
み
ん
な
で
お
得

に
購
入
す
る
共
同
購
入
の
参
加
者
の

募
集
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
電
気
代

の
削
減
が
期
待
で
き
、
災
害
時
の
電

気
の
確
保
に
も
役
立
ち
ま
す
。
こ
の

機
会
に
お
得
に
購
入
し
ま
せ
ん
か
？

▼
事
業
の
流
れ

①
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か
ら
参
加
登

　
録
（
８
月
31
日（
木
）ま
で
）

②
見
積
り
を
確
認

③
購
入
す
る
か
ど
う
か
判
断

※
詳
細
は
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

「
み
ん
な
の
お
う
ち
に
太
陽
光　
か

な
が
わ
」
で
検
索

問
・
申
か
な
が
わ　
み
ん
な
の
お
う

ち
に
太
陽
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

☎
０
１
２
０
（
２
１
６
）
１
０
０

　
５
月
１
日
か
ら
東
小
磯
、西
小
磯
、

国
府
本
郷
、
国
府
新
宿
、
月
京
、
生

沢
地
区
の
一
部
で
、
新
た
に
下
水
道

を
供
用
開
始
し
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
が
使
え
る
区
域
で
、

く
み
取
り
ト
イ
レ
を
ご
利
用
の
方

は
、
供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以
内
に

水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
を
、
浄
化
槽
を

ご
利
用
の
方
は
遅
滞
な
く
、
公
共
下

水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
排
水
設
備
接

続
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以
内
に
接

続
す
る
場
合
に
は
、
一
定
の
条
件
を

設
け
て
奨
励
金
の
交
付
ま
た
は
融
資

あ
っ
せ
ん
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
接
続
工
事
は
、
町
指
定
工

事
店
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。   

問
下
水
道
課　
☎
内
線
２
２
４　

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
で
、
令
和
５
年

４
月
に
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学

校
に
入
学
し
た
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
は
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
請
求
者
及
び
扶
養
義
務
者
に
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
で
、
令
和
５
年

４
月
１
日
現
在
、
町
内
に
６
か
月
以

上
居
住
し
て
い
る
児
童
（
た
だ
し
、

生
活
保
護
受
給
者
や
施
設
入
所
者
等

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）
を
養
育
し

て
い
る
父
・
母
・
養
育
者
の
方

▼
助
成
金

　
児
童
１
人
に
つ
き
３
万
円

▼
申
請
方
法

　
５
月
末
ま
で
に
、
申
請
書
と
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
者
の
預
金
口
座
番
号
（
ゆ
う

　

 

ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
振
込
用
の

「
店
名
・
預
金
種
目
・
口
座
番
号
」

が
必
要
で
す
）

・
高
等
学
校
入
学
の
場
合
は
、
在
学

　

 

を
証
明
で
き
る
も
の（
学
生
証
等
）

・
必
要
な
書
類
が
間
に
合
わ
な
い
場

　
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課　

　
☎
内
線
３
０
５

〇
勤
労
者
生
活
資
金
融
資
制
度

　
必
要
な
生
活
資
金
を
融
資
す
る
制

度
。
一
般
的
な
銀
行
等
の
ロ
ー
ン
と

比
較
す
る
と
、
貸
付
利
率
が
低
め
に

設
定
さ
れ
て
お
り
、
お
得
で
す
！

▼
対
象　
町
内
在
住
の
勤
労
者

▼
融
資
限
度
額
　
３
０
０
万
円

▼
資
金
使
途

・
持
ち
家
の
増
改
築

・
子
ど
も
の
教
育
資
金

・
自
身
、
親
族
の
冠
婚
葬
祭
費

・
自
身
、
親
族
の
医
療
費

・
育
児
、
介
護
休
業
中
の
生
活
資
金

・
自
己
学
習
、
職
業
能
力
開
発
資
金

・
緊
急
を
要
す
る
資
金
（
被
災
等
）

▼
貸
付
期
間
　
10
年

▼
貸
付
利
率

　
年
1.７
～
3.２
％
（
保
証
料
込
）

〇
勤
労
者
住
宅
資
金
利
子
補
給
制
度

　
中
央
労
働
金
庫
平
塚
支
店
か
ら
住

宅
資
金
の
融
資
を
受
け
た
場
合
に
、

利
子
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
。

▼
対
象

　
町
内
在
住
の
勤
労
者
か
つ
、
自
ら

が
居
住
す
る
住
宅
を
町
内
に
新
築
、

増
築
、
改
築
ま
た
は
購
入
す
る
方

▼
補
給
対
象
額
　
上
限
４
０
０
万
円

▼
補
給
期
間
　
36
か
月

申
中
央
労
働
金
庫
平
塚
支
店　

　
☎
（
２3
）
２
５
１
１

問
産
業
観
光
課　

　
☎
内
線
２
６
３

環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
な
暮
ら
し
を
応
援
し
ま
す
！

～
災
害
時
に
も
電
気
が
確
保
で
き
ま
す
～

下
水
道
供
用
開
始
区
域
が
広

が
り
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
助
成
金
支
給

勤
労
者
を
支
援
し
ま
す

補助対象設備 補助金額
HEMS機器

エネルギーの「見える化」
と「制御」が可能

上限
1万円

住宅用太陽光発電システム
自然エネルギーを活用し、
余った電力は売電が可能

上限
5万2千円

（1kwあたり
1万5千円）

家庭用燃料電池システム
二酸化炭素を発生させず、
発電時に発生する熱は給
湯に利用

上限
5万円

定置用リチウムイオン
蓄電システム

夜間電力などにより電気
を貯めておき、昼間や災害

（停電）時にも活用可能

上限
5万円

電気自動車充給電器
（充放電設備）

電気自動車に搭載された
電池から、電力を供給でき
る機能、災害における非常
用電源としても活用可能

上限
5万円

接続工事
費用

供用開始からの経過年数
１年目 2年目 3年目

5万円以上
15 万円未満 12,000 円 8,000 円 4,000 円

15 万円以上
30 万円未満 21,000 円 14,000 円 7,000 円

30 万円以上
40 万円未満 27,000 円 18,000 円 9,000 円

40 万円
以上 30,000 円 20,000 円 10,000 円

【奨励金の交付額】

※接続工事費用、供用開始経過年数に応じて、交付します。

7 広報おおいそ　令和5年5月


